
since

本当にいい職場環境とは！

介護職でも本当に成長できる！

「介護ラダー」って何？
介護職のキャリアアップとは？

特集

施設で働くために

知っておくこと！

寿山会の魅力！
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料
老
人
ホ
ー
ム
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
の
生
活
サ
ー
ビ

ス
・
機
能
訓
練
、
施
設
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
終
身
介
護
に
対
応
す
る
施
設
か
ら
健
康
な
方
を
対
象

と
し
た
も
の
ま
で
内
容
は
様
々
。 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
は
介
護
付
き
、

住
宅
型
、
健
康
型
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
度
も
様
々
で
実
際
に
介
護
度
を
聞
い
て
み
る
の
が
良

い
。
介
護
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
者
像
が
見
え
て
く
る
。

　

寿
山
会
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
特
徴
は
、
ま
ず
は
日
本
全
国
で
も

数
少
な
い
２
４
時
間
の
看
護
師
が
常
駐
し
て
い
る
こ
と
だ
。
治
療
も

行
え
る
た
め
病
棟
と
雰
囲
気
も
似
て
お
り
、
何
よ
り
困
っ
た
と
き
は

い
つ
で
も
看
護
師
に
相
談
が
で
き
る
の
は
働
く
側
も
安
心
で
あ
る
。

看取り対応
介護職員

24 時間常駐
看護職員

24 時間常駐 施設見学した際のポイント

一般的 寿山会 一般的 寿山会 一般的 寿山会

介護付有料老人ホーム
利点：施設内で介護サービスを提供

欠点：入居費用が比較的高い
○ ◎ ○ ○ × ◎ 　①職員数

　②看護師、介護士の割合

　③挨拶は出来ているか？

　④責任者の職種は

　⑤残業時間

　⑥有給消化率

　⑦夜間の勤務体制

サービス付高齢者住宅

利点：安否確認や生活相談などのサービス

　　　が付いた賃貸集合住宅

欠点：医療サービスがない

× ○ △ ○ × ○

認知症対応型

共同生活介護

利点：認知症に特化した共同生活施設

欠点：入居費用が比較的高く、認知症の人

　　　しか入居できない

× ○ ○ ○ × ○

介護老人保健施設

利点：病院から自宅に戻る際の機能訓練の

　　　ための介護施設

欠点：原則的には長期入居ができない

× ◎ ○ ○ ○ ◎

特別養護老人ホーム

利点：安価で代表的な公共型老人ホーム

欠点：入居待ちが多く、医療・リハビリ

　　　介入が少ない

○ ○ ×

介護療養型医療施設 2018 年 3 月末で廃止予定 ○ ○ ○

街
中
に
あ
る
求
人
誌
の
中
は
、
今
や
医
療
関
係
・
介
護
関
係
ば
か
り
！
そ
の
中
か
ら
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、

先
ず
は
施
設
の
種
類
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
今
回
は
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
記
し
て
み
た
。

 

施
設
の
基
礎
知
識

有

街
中
で
見
か
け
る
「
高
齢
者
施
設
」

そ
れ
ぞ
れ
何
が
違
う
の
？

Part １



　
　
　

ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
は
日
常
生
活
や
介
護
に
不
安
を

抱
く
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

介
護
保
険
と
連
携
し
て
２
４
時
間
定
期
巡
回
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み
の
住
宅
の
こ
と
で
す
。

　

寿
山
会
の
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
の
特
徴
は
や
は
り
２
４

時
間
看
護
師
が
対
応
、
特
に
職
員
、
利
用
者
も
含
め
不
安
に
な
る
夜

間
対
応
も
寿
山
会
全
体
で
看
護
師
長
に
よ
る
夜
間
責
任
者
が
対
応
の

為
、
介
護
職
員
も
非
常
に
安
心
し
て
勤
務
が
可
能
で
す

　
　
　

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
通
称
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）と
は
、

認
知
症
（
痴
呆
症
）
の
症
状
を
持
ち
、
病
気
や
障
害
で
生
活
に
困
難

を
抱
え
た
高
齢
者
が
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
１
ユ

ニ
ッ
ト
（
５
～
９
人
）
で
共
同
生
活
す
る
介
護
福
祉
施
設
で
す
。

特
に
介
護
関
連
の
場
合
、
認
知
症
高
齢
者
の
た
め
の
住
ま
い
と
し
て

「
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
」
と
呼
ば
れ
、
家
庭
に
近

い
環
境
で
、
入
居
者
の
能
力
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
料
理
や
掃
除
な

ど
の
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
自
立
し
た
生
活
を
送
り
ま
す
。
認
知
症

に
か
か
っ
て
い
る
高
齢
者
が
入
居
を
検
討
す
る
施
設
と
し
て
は
、
最

初
に
名
前
が
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
的
に
、
高
齢
化
が
進
み
認
知
症
高
齢
者
の
数
も
増
え
て
き
た

昨
今
。
そ
の
情
勢
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
数
も
ゆ

る
や
か
に
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

看取り対応
介護職員

24 時間常駐
看護職員

24 時間常駐 施設見学した際のポイント

一般的 寿山会 一般的 寿山会 一般的 寿山会

介護付有料老人ホーム
利点：施設内で介護サービスを提供

欠点：入居費用が比較的高い
○ ◎ ○ ○ × ◎ 　①職員数

　②看護師、介護士の割合

　③挨拶は出来ているか？

　④責任者の職種は

　⑤残業時間

　⑥有給消化率

　⑦夜間の勤務体制

サービス付高齢者住宅

利点：安否確認や生活相談などのサービス

　　　が付いた賃貸集合住宅

欠点：医療サービスがない

× ○ △ ○ × ○

認知症対応型

共同生活介護

利点：認知症に特化した共同生活施設

欠点：入居費用が比較的高く、認知症の人

　　　しか入居できない

× ○ ○ ○ × ○

介護老人保健施設

利点：病院から自宅に戻る際の機能訓練の

　　　ための介護施設

欠点：原則的には長期入居ができない

× ◎ ○ ○ ○ ◎

特別養護老人ホーム

利点：安価で代表的な公共型老人ホーム

欠点：入居待ちが多く、医療・リハビリ

　　　介入が少ない

○ ○ ×

介護療養型医療施設 2018 年 3 月末で廃止予定 ○ ○ ○

認 サ



「
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る

本
当
の
理
由
と
は
」

こ
こ
か
ら
は
「
医
療
法
人　

寿
山
会
」
が
提
供
す
る
各
施
設
ご
と
の
特
徴
を
説
明
し
ま
す
。

特
に
職
員
の
職
場
環
境
の
違
い
や
介
護
職
の
為
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
他
施
設
と
の
違
い
を
知
っ
て
頂
き
た
い
。

 

①
老
人
保
健
施
設　

ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル

ご
利
用
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制

 
 
 
 

人
保
健
施
設
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
は
、
在
宅
生
活

が
不
安
な
方
や
在
宅
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
方

に
、
当
グ
ル
ー
プ
が
誇
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

多
彩
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
の
違
い
は
、
特
養
よ
り
老
健
の
ほ
う
が
提
供
す
る

医
療
密
度
（
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
の
配
置
）

が
高
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
な
く
入
所
や
通
所
の

利
用
者
を
看
護
師
や
理
学
療
法
士
が
適
切
に
診
断

し
、
現
状
を
改
善
す
る
プ
ラ
ン
を
作
成
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
希
望
す
る
方
に
は
可
能
な
限
り
家

庭
で
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
す
。

　

通
所
（
デ
イ
ケ
ア
）
と
は
自
宅
か
ら
送
迎
し
、
リ

ハ
ビ
リ
を
中
心
に
食
事
・
入
浴
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
特
に
リ
ハ
ビ
リ
に
関

し
て
は
個
々
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
認
知
症
の
あ
る
方
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ト
数
は
８
５
床
、
職
員
数
は
看
護
師
が
１
２

名
、
介
護
職
員
は
２
９
名
と
施
設
の
基
準
で
あ
る
３

対
１
を
大
幅
に
上
回
る
職
員
配
置
を
し
て
お
り
、
夜

勤
体
制
は
看
護
師
１
名
、
介
護
職
員
４
名
と
こ
ち
ら

も
万
全
の
態
勢
で
利
用
者
様
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
医

療
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
ま
す
。

老 Part ２



ヴァンベールの特徴
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
は
様
々
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

機
器
や
器
具
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
に
よ
る
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
利
用
者
さ
ま
ご
自
身
に

よ
る
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
介
護
予

防
の
一
手
段
と
し
て
、
写
真
の
よ
う

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

他
施
設
に
は
な
い
、

充
実
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設

ヴァンベール施設案内

　入所していただく部屋の形態は個室・２人部屋・４

人部屋と様々で病状・介護必要度・利用者さまの希望

に合わせたお部屋を選んでいただくことが出来ます。

　食堂ではご利用者のお食事はもとより、様々なレク

レーションも行っております。大きな窓から光の取り込

める、多目的スペースとしても、ご利用いただいており

ます。カラオケなども設置しており、イベントスペース

として利用することもあります。

その他
①短期集中リハビリ
②認知症リハビリ
③フロアーリハビリなど
　個々に応じたリハビリを対応！

足腰の力をつけて、
しっかり立ったり、歩いた
りできるようにします。

理学療法士（ＰＴ）

おいしくご飯が食べられる
ように、楽しく会話ができ
るようにします。

言語聴覚士（ＳＴ）

利用者さまのやりたいこと
を通して生活動作の向上を
目指します。

作業療法士（ＯＴ）



完
全
な
る
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
で
入
居
者
さ
ま
に

「
安
心
」
を
提
供
し
ま
す
。

 

②
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

緑
風
館

Ｈ
２
７
年
１
０
月
よ
り

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
化
を
開
始

　
　
　

成
１
８
年
１
１
月
に
開
館
し
、
介
護
だ
け
で

は
な
く
２
４
時
間
看
護
師
を
常
駐
し
、
看
取
り
体

制
は
も
ち
ろ
ん
緑
風
館
内
で
の
医
療
の
提
供
、
看
護

師
・
理
学
療
法
士
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
管
理
と
万

全
の
体
制
で
利
用
者
さ
ま
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
介

護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
医
療
法
人
寿
山
会　

喜
馬
病
院
」
と
は
同
一
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
、
往
診
医

療
か
ら
、
病
状
が
急
変
し
た
時
の
緊
急
医
療
ま
で
充

実
し
た
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
っ
て
い
ま

す
。

　

環
境
面
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し

た
全
室
個
室
で 
自
宅
に
い
る
時
の
よ
う
に
、
心
か

ら
寛
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
全
室
個
室
制
を
採
用
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
居
室
の
近
く
に
リ
ビ
ン
グ

や
食
堂
を
配
置
し
て
お
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
す
る
と
同
時
に
顔
な
じ
み
の
関
係
が
築
き
や

す
い
介
護
方
式
で
す
。

　

部
屋
数
は
５
６
部
屋
、
看
護
師
が
１
０
名
、
介
護

職
員
は
２
５
名
と
こ
ち
ら
も
職
員
数
を
し
っ
か
り
と

確
保
し
、
医
療
と
介
護
連
携
を
し
っ
か
り
と
図
っ
て

い
ま
す
。

　

緑
風
館
で
は
ご
入
居
さ
ま
が
楽
し
く
過
ご
せ
、
ふ

れ
あ
い
を
も
っ
て
も
ら
う
為
に
様
々
な
行
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
仲
間
と
の
楽
し
い
時
間
は
日
々
の
生

活
へ
の
潤
い
で
す
。 

　

季
節
ご
と
の
楽
し
い
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ

め
、
仲
間
同
士
で
気
軽
に
楽
し
め
る
趣
味
の
時
間
な

ど
、
日
々
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
緑
風
館
で
は
常
に
利
用
者
さ
ま
へ
の
「
お

も
て
な
し
」
を
考
慮
し
、
職
員
の
接
遇
は
も
ち
ろ
ん

利
用
者
さ
ま
の
安
心
、
そ
し
て
「
ゆ
っ
た
り
、
ま
っ

た
り
」
で
き
る
生
活
空
間
を
考
え
、
利
用
者
さ
ま
の

視
点
に
立
っ
た
生
活
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

季
節
折
々
の
笑
顔
と
元
気
が
あ
ふ
れ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

平



認
知
症
認
定
看
護
師
を
配
置
し
、
介
護
だ
け
で
な
く
認
知
症
に
対
す
る

質
の
高
い
看
護
・
介
護
の
提
供
を
し
ま
す
。

 
③
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル

 
 
 

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
認
知
症
の
方
が
少

人
数
の
家
庭
的
な
環
境
で
、
共
同
生
活
を
お
く
る
施

設
で
、
認
知
症
の
改
善
、
重
症
化
を
防
ぐ
施
設
で
す
。

　

当
グ
ル
ー
プ
の
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
認

知
症
認
定
看
護
師
（
認
知
症
対
応
の
専
門
職
）
を
配

置
し
介
護
だ
け
で
な
く
医
療
面
に
お
い
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
認
定
看
護
師
に
よ
る
認
知
症

に
対
す
る
ケ
ア
や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ベ
ッ
ト
数
は
３
フ
ロ
ア
で
２
５
床
、
介
護
職
員
を

２
３
名
配
置
し
２
４
時
間
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
夜
間
は
各
フ
ロ
ア
に
介
護
職
員
を
１
名

配
置
す
る
と
と
も
に
、
喜
馬
病
院
の
夜
間
看
護
責
任

者
が
利
用
者
さ
ま
の
病
状
の
悪
化
な
ど
に
も
す
ぐ
に

対
応
す
る
の
で
介
護
職
員
も
安
心
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

記憶や生活のつながりを保つため、ご利用者

さまの使い慣れた家具や思い出の品などを持

参し、身近において使用していただくことが

可能です。

ご利用者さまの身近なもの・慣れ親しんだも

のを壁に飾っていきます。

居室（全て個室対応）

記憶の壁

グ



医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
の
各
専
門
職
が
評
価
し
、
あ
な
た
に
合
わ
せ
た

「
た
っ
た
一
つ
」
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
！

 

④
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅　

リ
ハ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
若
江
岩
田

看
護
・
介
護
が
２
４
時
間
見
守
る

「
２
４
時
間
看
護
介
護
定
期
巡
回
」

 

通
常
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
は
サ
ー
ビ

ス
付
き
と
あ
る
も
、
実
際
に
は
施
設
内
に
介
護
士
、

看
護
師
は
不
在
で
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
も
最
小
限
で
実

際
は
そ
れ
だ
け
で
は
要
介
護
の
方
は
生
活
で
き
ま
せ

ん
。

　

平
成
２
７
年
８
月
よ
り
リ
ハ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
若
江
岩

田
で
は
「
２
４
時
間
定
期
巡
回
看
護
・
介
護
」
の
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
４
時
間
看
護

と
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
「
パ
ッ
ク
」
と
し
て
契
約
す

る
も
の
で
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
看
護
師
が
毎
日
、

健
康
管
理
を
行
い
、
急
な
体
調
の
変
化
も
す
ぐ
に
対

処
で
き
る
と
い
う
の
が
大
き
な
特
徴
に
な
り
ま
す
。

　

ベ
ッ
ト
数
は
３
フ
ロ
ア
で
３
１
床
、
看
護
師
４
名
、

介
護
職
員
を
１
２
名
配
置
し
２
４
時
間
質
の
高
い
ケ

ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
夜
間
は
各
フ
ロ
ア
に
介
護

職
員
を
１
名
配
置
す
る
と
と
も
に
、
喜
馬
病
院
の
夜

間
看
護
責
任
者
が
利
用
者
の
病
状
の
悪
化
な
ど
に
も

す
ぐ
に
対
応
す
る
の
で
介
護
職
員
も
安
心
し
て
勤
務

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

「
た
っ
た
一
つ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
と
は

 

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
が
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
」
で
す
。
一
般
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
評
価
し
作
成
す
る
も
の
で
す
が
、
要
介
護

状
態
で
は
医
療
が
必
要
な
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
管
理
栄
養
士
が
評
価
を
し

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
利
用
者
一

人
一
人
が
個
々
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

患者さま・ご家族

医師

作業療法士

理学療法士

言語聴覚士

薬剤師 管理栄養士

医療
ソーシャル
ワーカー

介護スタッフ

看護師



「
介
護
職
ラ
ダ
ー
っ
て
・
・
・
」

重要な
お知らせ

平成 29 年 4 月より法人内にて
「痰吸引等研修機関」

に登録！法人内で修了証を交付！

役割モデルとして自立し、管理行動がとれる。

チームリーダーとして自立している。

介護実践においてロールモデルとなる。

マニュアルに基づき、自立して介護が実践できる。

マニュアルに沿って、指導を受けながら
介護実践能力を身に付ける。

目指せ！
目指せ！

介護のプロ！
介護のプロ！

介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
施
設
は
現
状
非
常
に
少
な
く
、
寿
山
会
で
は
介
護
職

ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
を
導
入
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
評
価
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
介
護

現
場
に
お
け
る
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
あ
な
た
の
成
長
を
手
助
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Level ５

Level ３

Level ２

Level １

Level ４

Part ３



仕事をする上でいくら希望の病院、 部署であっても職場の雰囲気が良くないと長
く勤めて行く事が苦痛に感じてしまうことがあります。
新人さんが仕事をスタートする時、必ず部署という一つのチームに配属されます。
それは大きな病院でも小さな病院でも同じです。
部署の先輩に助けてもらたっり、 協力して仕事を行う上で一番大切なのが、
職場のスタッフ同士のコミュニケーションです。
コミュニケーションが取りやすい職場であるといろんな情報を共有しやすく、
分からない事を聞きやすい雰囲気になります。
コミュニケーションにより先輩との信頼関係が出来たらそれだけで職場に行くのが
楽しくなります。
看護を展開していく上で、 チームの連携は必須です。
普段からコミュニケーションがしっかり取れている職場だと、 看護展開もスムーズ
に行なえると共に、
自分を居場所を必ず確保する事が出来ます。

完全週休２日制なので疲れた体を十分にリフレッシュ出来る
勤務体制です。
その上、 有休消化率も高く、 同僚や、 友人との旅行など
プライベートな時間も十分にとることが出来ます。

職場環境の良さ！！

これからは医療と介護の連携！！

寿山会の居住系施設の大きな特徴はすべて看護師が責任者となり
部署を運営しています。 これは他施設ではまず見られないことです。
これからの時代、 介護と医療は切っても切れない時代になって行きます。
介護は介護職、 医療は医師 ・看護師が連携しあうことで働きやすさも
生まれてきます！

離職率５％未満

すべての居住系施設において

責任者が 「看護師」

3

4

SPECIAL!!「
寿
山
会
施
設
の
魅
力
！
」



完全週休２日制なので疲れた体を十分にリフレッシュ出来る
勤務体制です。
その上、 有休消化率も高く、 同僚や、 友人との旅行など
プライベートな時間も十分にとることが出来ます。

夜勤明けや日勤の後はヘトヘト…さらに研修となるとなかなか身が入らない…
当院は研修や振り返りの時間を勤務時間内に組み込み無理のない業務調整を
実施しています。
その上、 ゆとりある職員数ですので、 急性期病棟でも１日の受け持ち患者数が
４～５名と少なく、
時間外勤務も看護師１名平均３時間以内 /月となっています。
『患者さまと向き合う時間がない』 『しっかりと看護がしたい』 と言う声がよく聞か
れますが、 当院ではしっかりと患者さまと向き合う時間が確保出来ます。

年間休日１２０日以上/有休消化率９５％以上

有給休暇初年度１０日
年間休日１２０日以上（完全週休２日制）

研修も振り返りも研修時間内！！

残業時間が月に３時間以内

1

2



072-964-1258
☎お問い合わせ先

（求人担当）


